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通信ソサイエティマガジン　執筆のしおり

電子情報通信学会　通信ソサイエティマガジン編集委員会

通信ソサイエティマガジン（以下，「マガジン」と略）執筆に際しましては，依頼・投稿に共通に，本「執筆のしおり」を参考にして下さい．
なお，最新の情報や様式などは，以下のマガジン編集委員会ホームページにありますので，適宜，参照して下さい．
http://www.ieice.org/~cs-edit/magazine/ 
1. マガジンについて

1.1 マガジンの狙い

(a) 
ソサイエティ会員およびソサイエティ自体にとって，研究・開発分野やテーマ・トピックの発展・拡大に貢献すること，異なる分野やテーマ・トピックとの交流・連携の一助となること，などを目的とします．

(b) 特に，学生員として入会し社会人になった若手研究者・技術者，学会発表や論文投稿は行っていないが企業の現場にいる技術者，などの会員に有益な情報を提供することを目的とします．

1.2 想定する読者の技術・知識レベル

(a) 専門性の高い論文・記事においては，当該専門分野の修士卒業程度の技術・知識レベルを想定します．2(3)項の論評・サーベイ論文は，このレベルとします．但し，当該分野への入門ともなるよう，適宜，用語解説や用語集などをお願いすることがあります．
(b) 広く啓蒙を行う論文・記事においては，当該専門分野ではない（但しソサイエティ会員の分野である）学部卒業程度（修士課程学生会員を含む）の技術・知識レベルを想定します．2.2(2)項の論評・サーベイ論文以外の論文・報告・記事は，原則として，このレベルとします．

(c) なお，実際の執筆に際しては，適宜，担当編集委員と相談して下さい．

2．掲載項目(Articles)について
2.1　掲載項目(Articles)の種類

掲載される記事には下記(1)～(12)があり，編集委員会からの依頼によるものと，ソサイエティ会員・読者からの投稿によるもの（論評・サーベイ論文/解説論文のみ）があります．

(1) 私の研究者歴・技術者歴

(2) 論評・サーベイ論文（Reviews and Surveys）
(3) 解説論文（Topics of Emerging Technologies）
(4) 開発物語

(5) 報告・解説（Reports and Comments）
(6) 国際会議報告

(7) 子どもに教えたい通信のしくみ

(8) その他記事（Stories）
(9) 通信ソサイエティからのお知らせ
（Information from CS）

(10) 投稿のお願い（Call for Articles）
(11) 巻頭言－本号Articlesの紹介
(12) 巻末言－ソサイエティ執行委員会から

2.2　主な掲載項目(Articles)の目的と内容
(1) 私の研究者歴・技術者歴

執筆者の研究者・技術者としての御経験を，網羅的に御紹介頂く読み物です．執筆者の生い立ちや学生時代の生活，研究者・技術者生活の中で経験された様々なエピソードや思い出話等を，失敗談なども交えた若者へのメッセージとして，当時の図面や写真も交えながら，御紹介頂きます．なるべく技術に関する記述は平易を心掛け，電気情報系の学部4 年生が理解できる程度の内容でお願い致します．概ね図表込みで刷り上がり6 ページを目途とします．

(2) 論評・サーベイ論文（Reviews and Surveys）

(a) ある程度の研究・開発が進んだテーマ・トピックのレビューを行い，DONEとTO DOを明示し，今後の研究・開発の方向を提案する論文です．特定の狭いテーマ・トピックを掘り下げたもの，幅広くレビューを行いテーマ・トピックの拡大・発展を狙うもの，のどちらも可能です．

(b) 論文誌に掲載されたサーベイ論文は当該研究分野の専門家を対象としていますが，これをベースとし，記載の技術・知識レベルを下げて，あるいは対象を広げて啓蒙とテーマ・トピックの拡大を行うことを目的とした論文も歓迎します．
(c) 通常の論文誌に掲載する論文と比較して，読みやすさを重視して下さい．論旨の展開が，関連分野以外の会員にも十分理解できるように分かりやすく，順序立てて，明瞭簡潔に記述して下さい．

(d) 最初の部分に，a)英文タイトル，b)和文キーワード（4～5語），c)和文あらまし（500字以内），の記述をお願いします．

(e) 参考文献を充実させて下さい．概ね8ページを目途としますが，適宜，担当編集委員とご相談下さい．
(f) 本文末に原稿受付日を記載致します．受付日は，最初に受け付けた日付を記載することとし，修正をお願いした場合には，最終的に受け付けた日付も記載致します．
(3) 解説論文（Topics of Emerging Technologies）

(a) 新しい研究・開発分野やテーマ・トピックを提案・紹介し，研究者・技術者の発展・拡大を図る論文です．例えば，欧米における研究例・技術開発例の最初の紹介をマガジンで初めてカタカナ表記を行う，などがあります．

(b) 実用化・製品化されている最新技術についての一段深い解説論文も歓迎します．技術の特徴としての製品・サービス紹介があってもかまいません．同一マーケットに対して複数の製品・サービスがある場合，各々を比較・考察するなどの公平性を図って下さい．

(c) ソサイエティ会員の分野とは異なる分野の新しい動きで会員に有効と思われるテーマ・トピックの解説論文を歓迎します．特に，ソサイエティ会員に対して異分野との連携による発展・拡大を提案・模索する解説論文，なども歓迎します．
(d) 通常の論文誌に掲載する論文と比較して，読みやすさを重視して下さい．論旨の展開が，関連分野以外の会員にも十分理解できるように分かりやすく，順序立てて，明瞭簡潔に記述して下さい．

(e) 最初の部分に，a)英文タイトル，b)和文キーワード（4～5語），c)和文あらまし（500字以内），の記述をお願いします．
(f) 本文末に原稿受付日を記載致します．受付日は，最初に受け付けた日付を記載することとし，修正をお願いした場合には，最終的に受け付けた日付も記載致します．

(g) 概ね8ページを目途とします．
(4) 開発物語

　執筆者の携わった技術開発に関して，プロジェクトを進めるに当たり苦労したことや，当時の開発秘話，研究開発の姿勢など，先人の苦労を若手にお伝え頂く読み物です．電気情報系の学部4 年生が理解できる程度の内容で，当時の図面や写真も交えながら，開発の様子をお伝え頂きます．網羅的な内容ではなく，特定の技術開発に的を絞って御執筆下さい．取り扱う技術対象が多い場合には，複数回のシリーズとすることも可能です．
なお，当時の写真や図面を掲載する場合には，文献名や提供企業名を入れるなど，著作権に関しては御注意をお願い致します．概ね図表込みで刷り上がり概ね6 ページを目途とします．
(5) 報告・解説（Reports and Comments）

(a) 標準化動向の解説と執筆者のコメントです．標準化結果の仕様の紹介だけではなく，議論の経緯，廃案の理由，などを重視した報告とします．今後，標準化に関わる研究者・技術者に有益な情報を提供して下さい．

(b) 学術研究，技術開発，学会活動などに関わる事項の解説です．特に，若い研究者・技術者の方々に，ノウハウ，テクニックなどを伝えることを目的とします．
(c) 概ね6ページを目途とします．

(6) 国際会議報告

執筆者が実際に参加聴講され，興味を持たれた発表の解説や関連分野・セッションの技術動向等を，特定のセッションに限定せず，聴講された範囲内で，各分野の専門家としての視点で自由な切り口で御執筆頂きます．単なるデータ集ではなく，例えば参加人数などにも触れながら会場の雰囲気や特に盛り上がった議論の内容などを，図や写真も織り交ぜながら執筆者が感じたままに御報告頂きます．執筆者1 名あたり概ね図表込みで刷り上がり1 ページを目途とします．

(7) 子どもに教えたい通信のしくみ

読者である技術者や学生さんが，中･高校生を相手に身近な技術のお話をしてあげられるように，初心者向けの情報を伝えることを目的とした記事です．電気情報系の学部4 年生が内容を理解して，中高生に教えられる程度の内容で，親しみやすい誌面を構成するために，絵を2 枚以上入れて下さい．図表込みで刷り上がり2 ページ以内とします．

(8) その他記事（Stories）

肩の凝らない読み物です．特に，若い研究者・技術者に，過去の失敗例などを提供することで，新しい分野・テーマの研究・技術開発，学会活動へのチャレンジを促すことを目的とします．また，現在の掲載項目分類には含まれない新しい分類の記事などを掲載する際には，この項目として掲載することがあります．その際の執筆要領については，担当編集委員とご相談下さい．
3. 執筆上の注意点
(1) 原稿のフォーマットについて

(a) １ページは，概ね以下のフォーマットとなります．（本しおりは，概ね，このフォーマットです．）

A4版縦，25字×40行，2段 

2,000文字/ページ

(b) 実際のページレイアウトは編集で変更されますことを御了解下さい．
(2) 専門用語・略語の解説について

(a) 略語については，フルスペルと，対応する日本語を記して下さい．

(b) 一般読者には分かりにくいと思われる専門用語や略語には，簡単な説明を付けた用語集を作って下さい．原稿中の用語の初出時に（用語）と記して頂ければ幸いです．

(3) 図面について

(a) 原則として，図面はトレースを致しますが，そのままの掲載をご希望の場合には，担当編集委員と御相談下さい．

(b) 記事の性質上カラーで掲載された方が読者にとって分かりやすいとお考えになる写真については，カラー写真をお送り下さい．
(c) 図面の下に適切なタイトルを入れて下さい．
 (4) 文体などについて

(a) 文体，漢字，仮名づかい，用語，記号，などは，電子情報通信学会・会誌（原則として「である体」です），に準じます． 

(b) 
文献の書き方，雑誌名の略称，著者紹介のスタイル，なども電子情報通信学会・会誌，に準じます．

(c) 電子情報通信学会・会誌の執筆のしおりはマガジン編集委員会ホームページからリンクしています．参考として下さい．

(5) 引用について

(a) 他誌から本誌に引用される場合は，引用する文献の著作権に十分注意して下さい．

(b) 図面・表・写真を他の図書，雑誌などから引用する場合には，事前に，その著者及び出版社の了承を得て下さい．

(6) 掲載する写真について

(a) 人物などが撮影されており，写真からその人物が特定できるような場合には，写っている方から掲載に対する同意を取得して下さい．

(b) たとえ著者自身により撮影した写真であっても，撮影対象によっては掲載に注意を要します．個々のケースについては担当編集委員にご相談下さい．

4. 査読・校閲について

原則として，論評・サーベイ論文および解説論文については和文・英文論文誌に準じた査読を，解説および記事については会誌に準じた校閲を行います．詳細については，別資料を参照して下さい．
5. 著作権について

論文・記事の著作権及び電子的形体による利用も含めた包括的な著作権は原則として本会に帰属致しますのでご了承下さい．なお，詳細は以下の本会ホームページ「著作権規程」を参照して下さい．

http://www.ieice.org/jpn/about/kitei/chosakukenkitei.html

6. 掲載料・原稿料について

依頼と投稿の種別に関わらず，原則として掲載料は無料，原稿料はお支払いしません．
7. 別刷りについて

掲載された論文・報告・記事の別刷りをご希望の場合は，最低50部から実費にてお受けしております．事務局に御相談下さい．

8. 原稿送付方法

査読・校閲のための依頼原稿および投稿原稿は，原則として電子ファイル（PDF形式）でメールでの提出をお願いします．同時に，著作権譲渡書（COPYRIGHT TRANSFER FORM）を郵送で送って下さい．著作権譲渡書は，マガジン編集委員会ホームページからダウンロードできます．

9. 問合せ先および原稿送付先

電子情報通信学会 編集出版部
通信ソサイエティマガジン編集委員会事務局

〒105-0011東京都港区芝公園3-5-8
機械振興会館

TEL: 03-3433-6692

FAX: 03-3433-6616
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